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場所：鈴鹿サーキット （三重県） 1 周 5,807ｍ   観客動員数：9,000 人 

天候：曇り │ コース：ドライ │ 気温/路温 Q1 開始時 31℃/38℃、 Q2 終了時 31℃/38℃ 

サクセスウエイトに苦しむ 

２０２２年 SUPER GT シリーズは、第 5戦を鈴鹿サーキット（三重県）で迎えた。前戦の第４戦富士で

優勝したことにより、サクセスウエイト６０㎏を追加搭載し鈴鹿ハイスピードコースに挑んだ。公式練

習の走り出しから重量増加の影響が強く、持ち込み時のセッティングで

は通用せず、大幅な調整を施し予選に挑んだ。 

 

８月２７日（土） 

＜公式予選 Ｑ１ B組/ １５：２０～１５：３０＞ 

＃６１ SUBARU BRZ R&D SPORTは Q１ B組。Q２進出をかけて

上位８位以内を目指し井口卓人が担当。今回は路温が高くタイヤ

のウォームアップも早かったため、計測２周目からアタックし１分５

９秒１３８で５番手、更にタイムアップを狙うも車重の重さでタイヤ

２０２２ AUTOBACS SUPER GT Ｒｏｕｎｄ ５ 

 FUJIMAKI GROUP  SUZUKA GT ４５０km RACE 

２０２２年８月２７日（土） 

予選 レポート 
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負担もきつく、タイム更新できない。さらに他車のタイムアップにより

１１番手まで順位を下げ Q１を終え Q２進出ならず、結果２２番手と

なる。なお GT５００クラスのポールポジションは#２３ MOTUL 

AUTECH Zが、GT３００クラスは＃１０ TANAX GAINER GT-Rが獲

得した。 

 

 

 

 

 

前戦の Rd.４富士から重量増加分を見据えて持ち込みましたが、想

定以上に苦しめられました。井口選手の計測２周目と３周目のタイム

の落ち具合をみてもサクセスウエイトのキツさが分かりました。決勝

レースに向けては、今後にもつながるセッティングや戦略を考え挑み

ます。 

 
 

 

 

 

 

 

予選の詳細に関しては ＳＵＰＥＲ ＧＴホームページ https://supergt.net/  、 

またＳＵＢＡＲＵモータースポーツマガジン https://www.subaru-msm.com/2022/sgt/report/もご覧ください 

 

                                                 

２０２２年８月２７日 
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アールアンドデースポーツ 
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